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６月定例会６月定例会６月定例会／臨時会６月定例会／臨時会

　平成26年第４回定例会が、６月11日から13日までの３日間開催され、繰越計算書の報告２件、
専決処分の承認５件、平成26年度一般会計補正予算１件及び条例等２件、議員発議１件が提案
され、慎重に審議した結果、原案どおり可決・承認しました。
　一般質問には９人が登壇し、村長の考えを質しました。

議案第27号　平成26年度相良村一般会計補正予算（第２号）

　今回の補正予算は、歳入歳出それぞれに7,694万5千円を追加し、総額32億7,875万9千円とする
補正で、採決の結果全員賛成で可決しました。補正の主なものは第三セクター「茶湯里」の改
修費等に21,170千円の増額補正するもので、その他の補正については下記のとおりです。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

国 庫 支 出 金 341,586 6,150 347,736 子育て世帯臨時特例交付金等

県 支 出 金 330,308 23,544 353,852 農業費・林業費補助金等

繰　 越　 金 30,000 35,032 65,032 繰越金

諸　 収　 入       9,527 12,219 　   21,746 森林総合研究所受託事業費等

歳 入 合 計 3,201,814 76,945 3,278,759

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

議 　 会 　 費 62,247 35 62,282 共済費等

総 　 務 　 費 525,428 △ 502 524,926 特別職給料の減、共済費等

民　 生　 費 816,161 10,115 826,276 子育て世帯臨時特例給付金等

衛　 生　 費 268,724 6,649 275,373 職員の人事異動等

農 林 水 産 業 費 519,751 49,275 569,026 茶湯里修繕等

商　 工 　 費 15,287 460 15,747 村案内看板修繕等

土　 木　 費 236,158 　 216 236,374 共済費等

消　 防　 費 141,276 481 141,757 防災用消耗品等

教　 育 　 費 277,585 10,216 287,801 北小学校施設修繕等

歳 出 合 計 3,201,814 76,945 3,278,759

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。

平成26年  第4回定例会
76,945千円を追加する補正予算可決

議案第28号　地方自治法第96条第2項の規定による議会の議決をすべき事件に関
　　　　　    する条例の一部を改正する条例の制定について
　議会の議決すべき事件に関する条例に、定住自立圏形成に関することを加えるため、条例の
一部を改正する必要があるための改正であり、全員賛成で原案のとおり可決しました。

議案第29号　相良村税条例の一部を改正する条例の制定について
　地方税法等の一部改正に伴い、本村の条例も一部改正する必要があるための制定であり、全
員賛成で原案のとおり可決しました。

発議第1号　川辺川の河川改修を求める意見書について
　議員より、川辺川は、現在も河川改修が必要な個所が多々あり、川辺川流域住民の生命と財
産が脅かされていることから、その管理者である国及び県に最善の施策を講じる意見書が提案
され、全員賛成で原案のとおり可決しました。

　　平成26年第５回臨時会が、６月30日に招集され、報告１件、平成26年度一般会計補正予算
１件、任期満了による議会からの相良村農業委員会委員の推薦１人を審議し、補正予算につい
ては必要な予算であり、全員賛成で原案のとおり可決しました。
　また、農業委員の推薦については、岩坂博行氏（上川上）を全員賛成で推薦しました。
　なお、今回の補正予算は、補正前の額に歳入歳出それぞれ231万３千円を追加し、総額を32億
8,107万千円とする補正です。補正の主なものは下記のとおりです。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

繰　 越　 金    　65,032 2,313 　  67,345 繰越金

歳 入 合 計 3,278,759 2,313 3,281,072

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

教　 育　 費 287,801 2,313 290,114
南小学校プール地下水ポンプ取
替え工事

歳 出 合 計 3,278,759   2,313 3,281,072
※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。

平成26年 第5回臨時会報告
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一 般 質 問一 般 質 問

要
望
を
一つ一つ
検
証
し
、県
と
一

緒
に
な
っ
て
地
域
の
方
の
不
安
を
払
拭
し

て
頂
き
た
い
。

②
広
報
さ
が
ら
に
つ
い
て

広
報
さ
が
ら
で
、教
育
選
任
同

意
の
記
述
に
つ
い
て
も
、議
案
は
法
律
上
定

例
議
会
７
日
前
、臨
時
議
会
３
日
前
ま
で

に
提
出
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。勿
論
そ

れ
よ
り
も
っ
と
早
く
ゆ
と
り
を
持
っ
て
提

出
し
て
い
ま
す
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

今
ま
で
そ
の
様
に
提
出
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

の
か
伺
い
ま
す
。

村
長 

人
事
案
件
は
７
日
を
割

り
込
ん
だ
事
も
あ
り
ま
す
。３
日
を
割
り

込
ん
だ
当
日
出
し
た
、前
日
出
し
た
事
も

あ
り
ま
す
。現

在
ま
で
に
、定
例
議
会
開
会

当
日
に
追
加
提
案
で
５
名
が
教
育
委
員

任
命
と
し
て
提
案
さ
れ
、平
成
22
年
３
月

定
例
議
会
で
も
開
会
当
日
の
提
案
当
日

採
決
で
、提
案
者
を
知
ら
な
か
っ
た
議
員

も
お
ら
れ
、採
決
日
を
変
更
す
る
よ
う
申

し
入
れ
ま
し
た
が
、村
長
は
、受
け
入
れ
な

か
っ
た
。こ
れ
が
事
実
で
す
。私
は
法
律
も

犯
し
て
お
り
ま
せ
ん
、ゆ
と
り
を
持
っ
て
提

案
し
て
い
ま
す
と
は
、村
民
を
あ
ざ
む
く

文
面
で
す
。

①
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

養
鶏
農
家
の
被
害
に
対
す
る
相

良
村
単
独
の
支
援
は
？

産
業
振
興
課
長 

家
畜
疾
病
経

営
維
持
資
金
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
県

と
相
良
村
で
融
資
額
の
利
子
補
填
分
、二

分
の一
ず
つ
を
行
い
た
い
。

埋
却
処
理
地
点
か
ら
80
ｍ
位
の 質

問

答
弁

産
業
振
興
課
長

総
務
課
長

村
長

地
点
に
水
道
施
設
が
あ
る
と
の
事
で
、影

響
を
懸
念
す
る
が
。

産
業
振
興
課
長 

熊
本
県
か
ら

の
説
明
は
、消
石
灰
が
鳥
の
水
分
を
吸
収

し
て
ミ
イ
ラ
化
す
る
の
で
地
下
水
に
有
機

水
、有
機
物
質
が
浸
透
す
る
事
は
考
え
に

く
い
等
の
説
明
が
な
さ
れ
、基
本
的
に
は
お

解
か
り
を
頂
け
た
と
思
っ
て
い
る
。

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問

答 

弁

答 

弁

答 

弁

黒木　正照議員

①
被
害
養
鶏
農
家
へ
の
相
良
村
単
独
支
援
は
？

②
広
報
さ
が
ら
掲
載
の
よ
う
に
、
議
案

「
教
育
委
員
任
命
な
ど
」
は
定
例
議
会

７
日
前
に
提
案
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
か

③
求
償
等
請
求
住
民
訴
訟
判
決
確
定
に
よ
り
、

村
長
個
人
へ
相
良
村
は
求
償
さ
れ
た
か

①
家
畜
疾
病
経
営
維
持
資
金
の
利
子
補
填
を
二
分
の
一

②
当
日
出
し
た
、
前
日
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

③
損
害
賠
償
金
８
５
２
万
７
，
０
５
７
円
と
遅
延
損
害
金
の
支
払
い

を
文
書
で
請
求
し
て
居
り
ま
す

③
住
民
訴
訟
に
係
る
求
償
等
請
求
に
つ
い
て

一
審
の
熊
本
地
方
裁
判
所
は
徳

田
村
長
の
裁
量
権
の
濫
用
と
、そ
の
範
囲

を
逸
脱
し
指
名
回
避
が
故
意
に
行
わ
れ

た
、と
の
判
断
で「
相
良
村
長
敗
訴
」で
し

た
。村
長
は
福
岡
高
裁
へ
控
訴
さ
れ
ま
し

た
が
、考
え
方
で
は「
相
良
村
民
の
大
切

な
血
税
で
払
い
続
け
た
い
」と
の
控
訴
に

思
え
ま
す
。こ
の
事
は
相
良
村
民
に
対
し

て
の
背
任
行
為
に
当
た
る
と
考
え
ま
す
。

上
告
さ
れ
ず
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
の
で

村
民
一
人
一
人
に
謝
罪
を
お
願
い
し
た
い
。

村
長 

ど
う
言
っ
た
形
で
説
明
致

す
か
は
私
の
判
断
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

判
決
確
定
に
よ
り
村
長
個
人
に

対
し
て
求
償
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長 

損
害
賠
償
金

８
５
２
万
７
，０
５
７
円
と
支
払
い
ま
で
の

遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
文
書
で
請
求
し

て
お
り
ま
す
。

今
現
在
、相
良
村
民
の
血
税
で

支
払
っ
て
い
る
状
況
で
す
。い
つ
村
民
の
方

に
返
し
て
頂
け
ま
す
か
。

村
長 

判
決
確
定
後
60
日
、７
月

２
日
が
期
限
だ
っ
た
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

村
長
は
過
ち
を
正
す
の
も
勇

気
と
仰
い
ま
す
が
、
過
ち
を
認
め
る
の

も
勇
気
で
す
。
今
回
の
損
害
賠
償
金

９
２
１
万
９
千
円
の
支
払
い
、
私
は
「
因

果
応
報
」
そ
う
思
っ
て
居
り
ま
す
。

答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問

質 

問

質 

問

で
き
る
様
国
に
要
望
し
て
い
く
。
村
で

治
水
対
策
が
で
き
る
所
か
ら
講
じ
る
。

こ
れ
は
対
岸
の
問
題
が
あ
り
慎
重
に
。

要
望
は
文
章
で
、
村
で
出
来

る
事
は
限
ら
れ
る
、
国
で
な
い
と
中
々

で
き
な
い
、
遊
水
地
が
川
辺
川
に
１
か

所
、
10 

ha
、
容
量
30
万
ト
ン
と
あ
る
が
、

ど
こ
の
地
区
か
。

村
長 

棚
葉
瀬
地
区
。

あ
そ
こ
は
10 

ha
な
い
と
思
う
が
。

総
務
課
長 

場
所
は
違
っ
て
い

る
、
限
定
的
な
の
で
場
所
を
知
ら
せ
る

事
は
控
え
る
。

井
沢
の
木
葉
橋
上
下
流
の
樹

木
と
柳
瀬
橋
下
流
左
岸
の
孟
宗
竹
を
伐

採
す
る
計
画
は
な
い
の
か
。

村
長 

鹿
、
イ
ノ
シ
シ
の
繁
殖

地
で
獣
害
対
策
も
あ
る
国
交
省
に
要
望

し
て
い
る
。村長

は
５
、６
年
前
、
私
は
ダ

ム
容
認
し
が
た
い
と
発
表
さ
れ
た
が
、
８

質
問

答
弁

村
長

吉松　啓一議員

①
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
検

討
す
る
場
の
要
望
は

②
鮎
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は

③
村
長
の
任
期
中
で
は
な
く
先
延
し
し

た
の
か
平
原
十
島
線
改
良
は

①
国
に
要
望
す
る

②
考
え
は
な
い

③
対
応
が
ち
ょ
っ
と
厳
し
い

①
河
川
の
堆
積
土
砂
に
つ
い
て

河
川
掘
削
等
の
26
年
度
計
画
は
。

村
長 

10
月
以
降
協
議
。

建
設
課
長 

25
年
度
に
廻
橋
、

永
江
橋
、
相
良
橋
下
流
を
実
施
、
26
年

度
も
３
点
を
重
点
的
に
要
望
、
新
村
橋

上
流
は
、
25
年
度
要
望
し
一
部
取
り
除

い
て
い
る
、
26
年
度
も
要
望
す
る
。

ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
検

討
す
る
場
の
説
明
資
料
で
は
浸
水
想
定

面
積
が
２
５
０
ha
、
床
上
床
下
合
わ
せ

２
７
０
世
帯
で
約
18
％
を
占
め
、
村
民

の
安
全
で
安
心
な
生
活
を
脅
か
す
も
の

で
は
、
永
江
地
区
の
人
家
が
多
く
水
没

す
る
様
に
な
っ
て
い
る
が
、
集
落
だ
け

囲
む
輪
中
堤
は
。

村
長 

ど
う
し
て
今
回
こ
の
様

な
デ
ー
タ
ー
を
出
し
た
の
か
、
逆
に
住

民
の
不
安
を
煽
る
様
な
話
、
デ
ー
タ
ー

を
出
し
て
お
い
て
対
策
を
と
ら
な
い
っ

て
言
う
の
は
国
と
し
て
無
責
任
、
実
現

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問

答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁

月
に
人
吉
市
長
、
10
月
に
八
代
市
長
、
11

月
に
球
磨
村
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
が

出
さ
れ
て
い
る
が
相
良
村
も
要
望
書
を
出

す
べ
き
で
は
。

村
長 

国
に
し
っ
か
り
伝
え
る
。

②
川
辺
川
の
鮎
の
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

清
流
日
本
一
の
川
辺
川
の
鮎

を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
付
随
し
て
米
、
野

菜
等
の
作
物
に
も
ブ
ラ
ン
ド
力
が
つ
く

の
で
は
。村

長 

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
考

え
て
い
な
い
。

③
平
原
十
島
線
に
つ
い
て

未
改
良
区
間
は
何
メ
ー
ト
ル

か
、
総
合
計
画
で
28
年
度
に
先
延
ば
し

し
た
の
は
、ま
た
、４
０
０
ｍ
の
区
間
は
。

建
設
課
長 

チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ

側
７
２
０
ｍ
、
平
原
側
５
２
０
ｍ
、
の

１
，
２
４
０
ｍ
と
交
差
点
３
方
向
60
ｍ
。

村
長 

い
わ
く
の
あ
る
村
道
改

良
事
業
、
前
の
村
長
の
下
で
止
め
ら
れ

て
い
た
、
マ
ン
パ
ワ
ー
的
な
対
応
が

ち
ょ
っ
と
厳
し
い
、
そ
う
言
う
意
味
で

28
年
度
と
な
っ
た
。

総
務
課
長 

ゴ
ル
フ
場
側
。

ゴ
ル
フ
場
側
は
あ
と
３
２
０

ｍ
、
平
原
側
が
５
２
０
ｍ
、
そ
れ
に
交

差
点
も
あ
り
、
あ
と
10
年
以
上
か
か
る

の
で
は
、
そ
れ
ま
で
張
り
出
し
歩
道
を

設
置
す
る
考
え
は
。

答 

弁

村
長 

考
え
は
無
い
。
本
当
に
村

道
平
原
線
は
結
構
時
間
が
か
か
る
。

そ
れ
ま
で
通
勤
通
学
が
危
険
、

未
改
良
部
分
３
０
０
ｍ
を
カ
ラ
ー
ゾ
ー

ン
し
て
も
約
２
４
０
万
円
位
で
済
む
、
10

月
の
村
長
サ
ミ
ッ
ト
を
含
め
茶
湯
里
の
改

修
に
今
回
の
補
正
２
，
１
０
０
万
円
に
比

べ
少
額
で
済
み
費
用
対
効
果
も
高
い
の
で

は
。

村
長 

各
自
治
体
で
ブ
ー
ム
に

な
っ
て
い
る
、
検
討
す
る
。

28
年
度
計
画
は
村
長
の
任
期
中

で
な
い
と
言
う
事
に
な
る
が
。

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問
質 

問

質 

問
質 

問

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁

樹木が繁る木葉橋下流（錦町から井沢を望む）
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一 般 質 問一 般 質 問

質
問

①
区
長
会
か
ら
の
要
望
に
つ
い

て
の
回
答
は
成
さ
れ
た
の
か

②
今
回
、
福
岡
高
裁
で
相
良
村
の
控
訴
が

棄
却
さ
れ
た
、
村
長
個
人
の
責
任
は

③
第
５
次
相
良
村
総
合
計
画
第

２
期
基
本
計
画
の
内
容
は

①
４
月
９
日
付
け
に
て
回
答
し
て
あ
り
ま
す

②
迷
惑
を
か
け
た
と
言
え
ば
、
か
け
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
私
の
責
任
で
す

③
財
政
健
全
、
住
民
が
当
事
者
意
識
を
も
つ
、
人
材
育
成
、
心
豊
か
な
村
づ
く

り
を
目
指
せ
る
村
、
そ
れ
が
足
腰
の
強
い
地
域
づ
く
り
、
村
づ
く
り
の
基
本

区
長
会
か
ら
の
要
望
書
に
つ

い
て
、
国
道
４
４
５
号
線
に
ト
イ
レ
の

整
備
を
お
願
い
し
た
い
。
一
、四
浦
林

業
セ
ン
タ
ー
の
外
側
か
ら
利
用
で
き
る

よ
う
に
。
二
、
雨
宮
神
社
に
駐
車
場
と

ト
イ
レ
の
新
設
。
三
、
永
江
橋
下
流
、

土
砂
の
除
去
に
つ
い
て
は
毎
年
掘
削
し

て
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
上
園
、

永
江
地
区
の
洪
水
に
よ
る
浸
水
を
妨
げ

る
様
に
掘
削
を
今
よ
り
深
く
し
て
ほ
し

い
と
県
側
と
協
議
を
行
う
事
に
つ
い

て
、
以
上
３
点
に
つ
い
て
区
長
会
に
説

明
ま
た
は
回
答
さ
れ
た
の
か
。

村
長 

区
長
会
か
ら
の
要
望
は

確
か
に
法
律
的
に
は
自
由
に
出
来
ま
す

が
、
区
長
会
か
ら
の
要
望
は
率
直
申
し

小善　満子議員

上
げ
て
、
し
て
頂
か
な
く
て
も
結
構
だ

と
私
は
考
え
て
居
り
ま
す
。
其
の
結
果

に
つ
い
て
、
区
長
会
へ
回
答
さ
れ
た
の

か
と
言
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
４
月

９
日
付
で
回
答
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
総
務
課
長
が
お
答
え
し
ま

す
。

総
務
課
長 

外
側
か
ら
直
接
ト

イ
レ
を
利
用
で
き
る
様
に
改
修
す
る
事

は
、
防
犯
及
び
建
物
の
構
造
上
困
難
と

思
わ
れ
る
。
雨
宮
神
社
に
駐
車
場
及
び

ト
イ
レ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
必
要
と

思
わ
れ
る
の
で
、
地
元
の
方
々
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
永
江
橋
下
流

の
堆
積
土
砂
の
除
去
に
つ
い
て
は
、
毎

年
県
に
要
望
し
て
居
ま
す
が
、
本
年
度

質 

問
答 

弁

も
引
き
続
き
要
望
い
た
し
ま
す
と
言
う

様
な
回
答
を
し
て
い
ま
す
。

何
故
こ
の
様
な
質
問
を
し
た

か
と
言
い
ま
す
と
、
議
会
宛
に
も
、
区

長
会
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
議
会
と
し
て
責
任
を
果
た
す
必
要

が
あ
る
た
め
。
ま
た
私
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
方
が
平
成
23
年
頃
に
、
鳥
越
墓

地
西
側
、
山
本
地
区
よ
り
墓
地
に
行
く

上
り
坂
に
手
摺
り
を
設
置
し
て
欲
し
い

旨
の
要
望
書
と
平
成
24
年
４
月
６
日
に

共
同
墓
地
後
方
の
法
面
保
全
に
関
す
る

要
望
書
を
連
盟
、
署
名
捺
印
で
関
係
者

何
人
か
で
村
長
室
で
村
長
に
提
出
し
て

い
る
の
で
す
が
、
未
だ
何
の
回

答
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
第
５
次

相
良
村
総
合
計
画
第
２
期
基
本

計
画
の
村
づ
く
り
の
目
標
に
、

行
政
改
革
の
推
進
で
住
民
の

様
々
な
分
野
の
要
望
等
に
迅
速

に
応
え
ら
れ
る
組
織
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
迅
速
に
努
力
す
る

と
言
う
事
は
、
こ
の
計
画
が
出

来
た
以
降
の
事
を
言
わ
れ
る
の

か
、
以
前
の
事
は
、
そ
の
ま
ま

放
置
し
て
良
い
の
か
村
長
に
尋

ね
ま
す
。

村
長 

非
常
に
迅
速
に
出
来
る

出
来
な
い
事
も
含
め
て
、
色

ん
な
要
望
を
頂
く
様
に
な
り
ま
し
た
。

先
程
申
さ
れ
た
事
は
、
内
容
は
解
り
ま

す
。
も
う
一
度
で
す
ね
、
も
し
回
答

し
て
な
か
っ
た
ら
ば
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
確
認
す
る
時
間
を
頂
け

れ
ば
な
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
確
認
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

※
議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
質
問
事
項
全
て
を
掲
載
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
今
回
は
一
つ

の
質
問
の
内
容
の
み
掲
載
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

答
弁

村
長

答 

弁

答 

弁

質 

問

質 

問

質
問

①
国
道
４
４
５
号
の
永
江
付
近

の
道
路
改
修
に
つ
い
て

②
村
道
平
原
十
島
線
の
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て

①
県
管
理
区
間
で
す
の
で
強
力
に
早
期
に
改
修
を
要
望
し
た
い

②
速
度
制
限
、追
い
越
し
禁
止
等
に
関
す
る
協
議
を
警
察
等
も
行
っ

て
い
る

児
童
、
相
良
村
民
の
為
に
一
般

質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
国
道
４
４
５

号
線
の
道
路
改
修
等
に
つ
い
て
。
４
４
５

号
線
の
永
江
付
近
の
車
道
数
箇
所
に
く
ぼ

み
が
見
ら
れ
、
児
童
の
通
学
に
支
障
が
出

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
建
設
課
長
に
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。
県
と
現
地
調
査
を
実
施

し
て
い
る
か
お
答
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
課
長 

雨
が
降
っ
て
い
る
時

に
現
地
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
先
月
県
の

維
持
管
理
調
整
課
に
立
ち
会
い
を
お
願
い

し
改
修
出
来
な
い
か
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

現
地
を
見
て
点
検
し
て
貰
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
平
成
24
年
に

全
国
で
登
校
中
に
児
童
の
死
傷
す
る
事
故

中村　重道議員

が
相
次
い
で
発
生
し
た
事
か
ら
平
成
24
年

８
月
に
各
小
学
校
の
通
学
路
に
お
い
て
関

係
機
関
と
の
緊
急
合
同
点
検
を
実
施
す
る

対
策
に
つ
い
て
相
良
村
で
も
推
進
会
議
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
安
心
・
安
全
の
通

学
路
確
保
の
為
の
質
問
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
で
は
何
月
に
な
る
の
か
、
そ

こ
辺
り
は
未
だ
で
す
か
ね
。

建
設
課
長 

現
地
で
立
ち
会
っ
て

お
り
ま
す
が
、
い
つ
か
回
答
ま
で
は
未
だ

出
来
て
お
り
ま
せ
ん
。

石
坂
の
川
辺
宅
よ
り
新
層
谷
停

留
所
前
か
ら
加
登
住
商
店
付
近
も
降
雨
時

に
振
興
局
の
維
持
課
の
方
に
見
て
も
ら
っ

て
地
表
改
良
と
言
い
ま
す
か
、
今
は
雨

が
降
っ
て
も
水
が
溜
ま
ら
な
い
良
い
舗
装

質 

問
質 

問

質 

問

答 

弁

答 

弁

答
弁

村
長

総
務
課
長

が
あ
り
ま
す
の
で
関
係
機
関
と
連
携
し
て

貰
っ
て
児
童
の
通
学
が
安
全
に
出
来
る
様

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
村
長
と
し

て
の
お
考
え
を
。

村
長 

こ
の
４
４
５
号
線
で
す

ね
。
こ
の
国
道
に
限
ら
ず
色
ん
な
村
道
等

危
険
箇
所
の
把
握
、
今
後
も
う
1
回
致
し

ま
し
て
３
番
議
員
の
指
摘
の
所
は
国
道
県

管
理
区
間
で
す
の
で
強
力
に
早
期
に
改
修

し
て
頂
き
ま
す
様
に
要
望
し
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

村
道
平
原
十
島
線
の
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て
。
新
村
か
ら
十
島
間
の
直

線
区
間
に
お
い
て
速
度
の
超
過
及
び
無
理

な
追
い
越
し
等
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る

が
、
現
在
の
状
況
は
確
認
し
て
い
る
の
か

総
務
課
長
に
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
長 

昨
年
の
４
月
23
日
付

で
新
村
区
長
か
ら
車
両
の
速
度
制
限
の
要

望
が
参
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
基
づ

き
ま
し
て
深
水
駐
在
所
と
交
通
安
全
の
担

当
者
と
現
地
を
確
認
し
ま
し
て
、
そ
の
後

新
村
地
区
内
の
平
原
十
島
線
沿
い
に
交
通

安
全
啓
発
の
看
板
を
ま
ず
立
て
よ
う
と
言

う
事
で
、３
箇
所
に「
歩
行
者
あ
り
ス
ピ
ー

ド
落
と
せ
」
の
看
板
を
25
年
度
中
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
。

私
は
川
辺
で
す
け
ど
、
た
ま
に

は
柳
瀬
辺
り
の
状
況
を
と
思
い
ま
し
て
ゴ

ル
フ
場
の
方
か
ら
入
っ
て
き
て
十
島
米
の

倉
庫
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
を
40
〜
50
キ

ロ
で
走
っ
て
も
追
い
越
し
を
か
け
る
の
で

す
。
看
板
設
置
も
い
い
で
す
け
ど
警
察
と

協
議
し
て
追
い
越
し
禁
止
の
申
請
は
ど
う

で
す
か
。総

務
課
長 

現
在
、
速
度
制
限
、

追
い
越
し
禁
止
等
に
関
す
る
協
議
を
警

察
等
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
原

十
島
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
村
地
区
か

ら
は
要
望
は
出
て
お
り
ま
す
け
ど
平
原

区
と
十
島
区
に
関
連
し
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
の
意
見
の
徴
集
も
必
要
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

答 

弁

答 

弁

答 

弁
質 

問
質 

問
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一 般 質 問一 般 質 問

質
問

①
防
災
訓
練
に
つ
い
て

②
地
域
崩
壊
の
危
機
に
つ
い
て

③
茶
湯
里
の
温
泉
水
に
つ
い
て

④
現
在
子
育
て
世
代
の
女
性
に

対
し
て
子
育
て
支
援
に
つ
い

て

①
防
災
訓
練
に
つ
い
て

今
後
、
災
害
の
強
い
村
づ
く

り
の
為
に
消
防
団
の
充
実
は
勿
論
、
特

に
自
主
防
災
組
織
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
様
な
考
え
な

の
か
。

総
務
課
長 

災
害
発
生
後
、
一

定
の
間
は
地
域
住
民
の
一
人
一
人
が
、

自
分
達
の
地
域
と
自
ら
の
命
は
自
分
達

で
守
る
事
が
必
要
で
、
そ
の
為
に
は
火

災
発
生
の
防
止
、
初
期
消
火
、
災
害
情

報
の
収
集
伝
達
、
避
難
誘
導
、
被
災
者

の
救
出
・
救
護
・
応
急
手
当
、
給
食
、

給
水
の
実
施
等
、
地
域
単
位
の
自
主
的

防
災
活
動
が
求
め
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

市岡　智惠議員

と
り
わ
け
地
域
に
住
む
高
齢
者
等
の
災

害
時
要
援
護
者
へ
の
、
き
め
細
か
い
支

援
活
動
が
災
害
・
被
害
軽
減
の
為
に
重

要
で
あ
る
と
言
う
事
が
多
く
の
災
害
経

験
の
中
で
解
っ
て
き
て
居
り
ま
す
。
こ

の
様
に
災
害
の
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
為

に
は
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
等
の
公
共

機
関
に
よ
る
救
助
、
支
援
な
ど
公
助
に

加
え
て
、
地
域
住
民
相
互
に
よ
る
援
助

で
あ
る
共
助
、
そ
し
て
、
自
ら
が
自
ら

を
守
る
と
言
う
意
味
で
の
自
助
が
必
要

で
あ
る
事
を
踏
ま
え
、
防
災
訓
練
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
居
り
ま
す
。

村
長 

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

質 

問
答 

弁

答 

弁

質
問

答
弁

村
長

答
弁

村
長

保
健
福
祉
課
長

三
億
円
の
調
査
費
に
既
存
の
水

田
調
査
が
含
ま
れ
て
い
る
か

農
政
局
の
予
算
で
具
体
的
に
聞

い
て
い
な
い

茂吉　隆典議員

と
言
う
風
に
思
い
ま
す
。

②
地
域
崩
壊
の
危
機
に
つ
い
て

自
治
体
の
運
営
が
難
し
く
な

り
、
将
来
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
、

地
域
崩
壊
の
危
機
を
指
摘
さ
れ
て
居
り

ま
す
。
熊
本
県
に
お
い
て
も
26
市
町
村

が
試
算
さ
れ
て
居
り
、
我
が
相
良
村
も

消
滅
可
能
性
都
市
に
位
置
づ
け
さ
れ
て

居
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
20
代
か
ら
30

代
の
女
性
の
人
数
、
ま
た
、
20
年
後
の

推
移
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
長　

相
良
村
の
人
口
は
平
成
26

年
５
月
31
日
現
在
で
４
，

８
４
４
人
で
、
20
代
か
ら

30
代
ま
で
の
女
性
の
人
数

は
３
７
１
人
、
毎
年
90
人

前
後
で
減
少
し
て
居
り
ま

す
。
相
良
村
も
少
子
高
齢

化
を
辿
っ
て
居
る
。
人
口

移
動
が
収
束
し
な
い
場
合

は
２
０
１
０
年
と
の
比
較

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
人
口

４
，
９
３
４
人
で
20
歳
か

ら
39
歳
女
性
３
５
７
人
が

30
年
後
、
２
０
４
０
年
に

な
り
ま
す
と
、
総
人
口
２
，

５
７
１
人
、
20
歳
か
ら
39

歳
女
性
は
１
２
９
人
と
言
う
推
計
が
出

て
居
り
ま
す
。

村
民
、
特
に
子
育
て
世
代
の

若
い
女
性
が
子
育
て
や
環
境
に
優
し
い

村
づ
く
り
を
す
る
上
で
、
今
後
の
取
り

組
み
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
様
な
考
え

な
の
か
。村

長 

絶
対
に
こ
の
人
吉
球
磨

を
崩
壊
し
な
い
様
に
皆
さ
ん
と
共
に
頑

張
っ
て
参
り
た
い
。

質 

問

質 

問
答 

弁

答 

弁

①
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

②
人
吉
球
磨
を
崩
壊
し
な
い
様
に
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
っ
て
参
り
た
い

③
修
繕
し
て
茶
湯
里
を
盛
り
上
げ
て
参
り
た
い

④
妊
婦
健
診
等
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る

◆
利
水
問
題オ

ー
ル
リ
セ
ッ
ト
を
、
ど
う

進
め
た
い
か
。

村
長 

頓
挫
し
た
。
同
様
の
質

問
を
何
度
も
、
答
弁
に
限
度
。

回
答
が
無
い
。
国
営
で
検
討

を
。
事
業
組
合
解
散
前
に
決
め
た
。
質

問
に
回
答
を
。

村
長 

反
対
さ
れ
て
き
た
、
下

流
水
利
権
者
で
。

40
年
経
過
、
出
来
な
か
っ
た
、

新
し
く
簡
単
で
は
な
い
。
現
存
の
水
利

施
設
、
補
修
改
修
を
進
め
た
い
、
前
向

き
な
返
答
を
、
農
水
も
収
束
の
３
分
の

２
の
同
意
が
必
要
で
既
存
の
水
田
農
家

を
無
視
出
来
な
い
。

村
長 

農
政
局
の
予
算
で
具
体

的
に
聞
い
て
い
な
い
。

調
査
費
は
、
協
議
会
で
話
し

合
い
当
然
し
た
は
ず
。
今
回
、
既
存
の

水
田
が
含
ま
れ
て
い
る
。
無
責
任
の
発

質 

問
質 

問
答 

弁

言
で
な
く
前
向
き
に
。

村
長 

ど
う
答
弁
し
て
良
い

か
、
非
常
に
悩
む
処
。
意
味
不
明
。

意
味
不
明
で
な
い
、
既
存
の

水
田
施
設
が
、
今
回
組
み
込
ま
れ
て
い

る
事
は
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

村
長 

飛
行
場
水
路
は
ど
う
考

え
る
か
逆
に
聞
き
た
い
、
意
見
交
換
を

提
案
。

そ
れ
は
良
い
こ
と
、
今
回
既

存
の
水
利
施
設
も
、
調
査
の
中
に
組
み

入
れ
た
。
農
家
の
希
望
を
調
査
す
る
。

終
わ
り
だ
、
終
わ
り
だ
、
言
う
前
に
農

家
の
意
見
を
聞
き
、
良
い
方
法
は
、
模

索
す
る
の
が
村
長
の
責
任
。

◆
特
定
外
来
種
に
つ
い
て

回
覧
を
見
て
知
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
決
ま
っ
て
い
た
が
、
今
ま
で

何
回
、
回
覧
か
何
か
お
知
ら
せ
し
た
の

か
。

答 

弁
質 

問

産
業
振
興
課
長 

オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
に
つ
い
て
は
、
毎
年
回
覧
・
広

報
さ
が
ら
に
記
載
。

移
植
は
、
個
人
で
３
年
以
下

若
し
く
は
３
０
０
万
以
下
の
罰
金
、
法

人
は
１
億
円
以
下
の
罰
金
、
私
は
、
畔

払
い
で
残
し
て
い
た
、
全
部
抜
い
た
。

移
植
し
た
ら
違
法
、
今
回
始
め
て
知
っ

た
人
が
お
ら
れ
た
。
村
内
の
把
握
は
。

産
業
振
興
課
長 

緑
化
植
物
と

し
て
法
面
の
緑
化
等
に
使

わ
れ
て
い
た
。
日
本
全
国

に
生
息
。
村
内
で
は
近
年

急
に
目
立
つ
。
花
が
き
れ

い
と
言
う
事
で
知
ら
ず
に

植
え
ら
れ
る
所
も
。
主
に

道
路
沿
い
に
多
く
。
六
月

下
旬
建
設
課
・
産
業
振
興

課
職
員
で
除
去
作
業
。
今

後
も
回
覧
や
広
報
誌
で
周

知
出
来
る
よ
う
努
め
る
。

◆
深
水
の
鳥
越
墓
地

前
に
質
問
し
て
課

長
は
只
今
検
討
中
。
そ
の

後
立
ち
消
え
か
。

総
務
課
長 

24
年
６

月
、
３
つ
の
ル
ー
ト
で
調

質 

問

質 

問
質 

問
質 

問

答 

弁

答 

弁
答 

弁

査
排
水
路
で
検
討
中
、
引
き
続
き
検
討
。

排
水
は
必
要
、
墓
参
道
で
不

便
な
所
、
手
す
り
の
要
望
も
出
て
い
る

と
か
。

村
長 

村
有
墓
地
で
す
。
購
入

額
と
同
時
に
管
理
料
的
な
も
の
も
考
え

た
い
。

村
有
地
だ
か
ら
村
が
管
理
す

る
の
は
当
然
。

答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問

質 

問
答 

弁
質 

問
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一 般 質 問一 般 質 問

川
辺
川
土
地
改
良
事
業
連
絡

協
議
会
の
設
立
の
現
在
ま
で
の
経
過
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

村
長 

昨
年
８
月
８
日
以
降
、

協
議
会
は
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
確
認
事
項
は
あ
り
ま
す
。
①
造
成
、

面
工
事
を
終
え
て
い
る
国
営
造
成
農
地

へ
の
水
の
手
当
て
は
受
益
農
家
の
要
望

等
を
聞
き
な
が
ら
国
営
事
業
で
対
応
を

行
う
。
②
国
営
造
成
農
地
以
外
の
受
益

農
家
へ
は
確
保
で
き
る
水
量
等
の
現
地

状
況
に
応
じ
て
補
助
事
業
で
対
応
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
所
で
あ
る
。
ま
た
、

今
後
、
調
査
作
業
に
入
る
事
と
し
て
、

①
灌
漑
排
水
事
業
は
廃
止
、
②
農
地
造

成
事
業
は
計
画
変
、
③
区
画
整
理
整
備

事
業
は
５
６
０
ha
か
ら
50 

ha
へ
の
面
積

減
の
計
画
変
更
で
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
利
水
事
業
の
予

算
３
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
、
地
元
主
導
で
行
わ
れ
る
の
か
又
は

農
林
省
主
導
で
利
水
事
業
が
行
わ
れ
る

質 

問
質 

問
答 

弁

基盤整備を待つ高原台地

質
問

農
業
振
興
の
基
盤
整
備
は

の
か
ど
う
か
？
そ
の
後
の
事
業
計
画
は

ど
う
な
る
の
か
。

村
長 

地
元
が
主
導
と
な
っ
て

行
く
べ
き
も
の
と
私
は
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
後
の
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

担
当
の
方
か
ら
説
明
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
長 

事
業
費
３
億

円
は
、
農
地
造
成
を
し
ま
し
た
地
区
へ

の
水
源
の
調
査
費
、
測
量
設
計
費
を
中

心
に
予
算
化
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
ま
だ

伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

農
政
局
で
は
、
農
地
造
成
と

区
画
整
理
に
つ
い
て
変
更
計
画
の
手
続

き
を
取
ら
れ
完
了
さ
せ
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
利
水
事
業
の
最
大
受
益
地
で
あ

る
相
良
村
村
長
と
し
て
事
業
の
推
進
と

対
象
地
で
も
あ
る
高
原
の
農
業
振
興
の

た
め
に
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
伺
い
た
い
。

村
長 

農
業
地
域
と
し
て
、
足

腰
の
強
い
地
域
と
し
て
基
盤
整
備
が
必

答
弁

村
長

足
腰
の
強
い
地
域
と
し
て
基
盤

整
備
が
必
要

髙岡　重盛議員

質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

②
村
内
の
神
社
等
の
ト
イ
レ
及
び
駐
車
場

に
つ
い
て村

内
の
神
社
等
の
ト
イ
レ
及

び
駐
車
場
の
整
備
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。産

業
振
興
課
長 

神
社
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
村
内
に
25
箇
所
あ
り
ま

す
。
駐
車
場
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る

所
と
そ
う
で
な
い
所
、
又
ト
イ
レ
も
お

持
ち
の
所
も
あ
れ
ば
な
い
所
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。雨

宮
神
社
参
拝

の
方
も
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ
及
び

駐
車
場
も
必
要
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
設
置

の
考
え
は
。産

業
振
興
課
長　

村
長
か
ら
も
前
向
き
に
進

め
る
よ
う
指
示
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
観
光
的
な
要

素
も
十
分
含
ん
で
い
る
所

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
駐
車

場
と
ト
イ
レ
と
言
っ
た
所

で
検
討
さ
せ
て
頂
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
長
に
お
伺
い

し
ま
す
。

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁

村
長
＝
観
光
事
業
と
言
う
面

で
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
駐
車

場
ト
イ
レ
の
方
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

動
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

答 

弁

新曽谷川

質 

問
要
で
あ
り
、
現
在
熊
本
県
に
も
相
談
を

し
て
い
る
。

◆
教
育
長
の
不
在
状
況
を
ど
う
す
る
の

か
？

現
在
、
２
名
の
教
育
委
員
が

定
数
不
足
に
よ
り
教
育
長
不
在
で
教
育

課
長
が
兼
務
さ
れ
て
い
る
現
状
を
村
長

は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

村
長 

教
育
長
は
教
育
委
員
会

の
現
場
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
の
で
教
育
課

長
に
は
多
大
な
負
担
を
掛
け
て
お
り
、

村
内
の
行
政
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え

て
い
る
と
考
え
て
て
い
る
の
で
こ
の
状

態
は
非
常
に
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
て

い
る
。

現
在
の
定
数
３
名
の
中
で
教

育
長
は
決
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
委
員
長
は
選
任
さ
れ
て
い
る
の

で
、
昨
年
ま
で
３
名
の
委
員
の
中
か
ら

教
育
長
も
お
ら
れ
た
経
緯
も
あ
る
の
で

不
足
の
事
態
を
改
善
す
る
た
め
に
も
提

言
は
で
き
な
い
か
？

村
長 

教
育
長
と
し
て
教
育
委

員
会
で
互
選
す
る
と
言
う
こ
と
は
３
名

の
委
員
も
承
知
の
上
で
互
選
さ
れ
な
い

以
上
は
仕
方
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

私
と
し
て
は
５
名
で
そ
の
な
か
で
議
論

を
さ
れ
て
教
育
長
を
選
ん
で
ほ
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

不
足
の
教
育
委
員
の
選
任
は

い
つ
ま
で
に
行
う
の
か
又
、
２
名
の
委

員
を
同
時
に
提
案
さ
れ
る
の
か
。

村
長 

努
力
は
行
い
ま
す
が
、

必
ず
言
わ
れ
る
こ
と
は
、
議
会
が
可
決

す
る
と
言
う
保
証
が
な
い
と
頭
を
縦
に

振
れ
な
い
と
異
口
同
音
に
言
わ
れ
ま
す

の
で
、
見
通
し
も
立
た
な
い
の
が
本
音

で
す
。
選
任
同
意
に
は
自
信
を
持
っ
て

提
案
を
し
ま
す
の
で
可
決
し
て
頂
け
る

と
い
う
言
必
が
あ
れ
ば
臨
時
議
会
で
一

日
で
も
早
く
出
せ
る
状
況
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

質 

問

質 

問

質 

問
答 

弁

答 

弁

答 

弁

質
問

答
弁

村
長

①
村
内
の
治
山
ダ
ム
に
つ
い
て

②
村
内
の
神
社
等
の
駐
車
場
ト

イ
レ
に
つ
い
て

①
県
と
一
緒
に
確
認
し
協
議
し

対
応
し
た
い

② 

観
光
的
要
素
を
含
ん
で
い
る

の
で
検
討
し
た
い

①
村
内
の
治
山
ダ
ム
に
つ
い
て

村
内
の
治
山
ダ
ム
に
つ
い
て

現
在
村
内
に
あ
る
治
山
ダ
ム
の
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長 

治
山
ダ
ム
に

つ
い
て
は
、
熊
本
県
が
管
理
し
て
い
る
。

産
業
振
興
課
で
は
全
て
を
把
握
し
て
お

り
ま
せ
ん
。把

握
し
て
い
な
い
と
言
う
こ

と
で
し
た
が
、
村
内
の
治
山
ダ
ム
は
何

個
位
あ
る
の
か
、
土
砂
の
堆
積
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
現
在
全
然
把

握
し
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長 

治
山
関
係
の

施
設
を
年
に
１
回
県
職
員
と
一
緒
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の

方
か
ら
不
具
合
等
状
況
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
を
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
せ
て
頂

池田　勝吉議員

い
て
居
り
ま
す
。

新
曽
谷
川
の
治
山
ダ
ム
に

つ
い
て
、
こ
の
治
山
ダ
ム
は
現
在

１
０
０
％
以
上
の
土
砂
が
堆
積
し
て
居

り
ま
す
。
堆
積
し
て
い
る
土
砂
の
除
去

の
考
え
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長 
６
月
下
旬
頃
、

治
山
関
係
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
折
産
業
振
興
課

職
員
と
一
緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
居
り
専
門
家
の
方
に
見
て

頂
き
判
断
を
仰
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

村
長 

堆
積
し
て
い
る
土
砂
の

量
を
県
と
一
緒
に
確
認
し
て
対
応
し

た
い
。

質 

問

質 
問

質 

問
答 

弁
答 

弁

答 

弁
質 

問
答 

弁
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と
言
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
副
村
長
を

置
か
な
い
様
な
自
治
体
は
、
自
治
体
と

し
て
の
危
機
管
理
が
な
い
と
い
う
事
も

仰
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
ど
う
あ
っ
て

も
私
が
議
会
の
皆
様
方
に
ご
期
待
申
し

上
げ
た
い
の
は
、
副
村
長
も
教
育
長
も

認
め
る
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
仕
事
を
し

ろ
よ
と
言
う
姿
勢
を
議
会
の
皆
様
に
は

持
っ
て
頂
き
た
い
。
私
の
為
に
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
村
の
為
、
村
民
の
為
に

で
す
。相良村議会　９月定例会のお知らせ

　９月定例会は、９月中旬頃の開催予定です。皆様の傍聴
をお待ちしております。

インターネット録画映像開始
（翌日から見られます）

　相良村議会では、以前よりインターネット上や役場村民ホール
のテレビにおいて、議会ライブ中継を実施しておりましたが、利
用者からの『いつでも見られるようにしてほしい』との要望を受
け、映像の録画配信を実施することになりました。本会議日の（※）
翌日18時より休憩分のみをカットしたものを録画配信いたしま
す。
　併せて、平成26年分の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただ
けますので、ぜひ、そちらもご利用下さい。
（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の18時となります。）

相良村ホームページ
http://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
相良村ホーム　>　相良村議会　>　相良村議会 議会中継システム
詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。
（事務局　直通３５－１０３８）

研修風景（会議室にて）茶湯里温泉農産物販売所を視察

議 長 報 告

　去る６月23日に上小阿仁村議会から小林信議長を始め７名（定数８名）の

議員の方が、本村の議会運営及び少子高齢化の対策と将来の構想並びに第三

セクター茶湯里の運営等について行政視察で来村されました。

　本村から、私と副議長及び事務局、総務課、産業振興課の担当者が本村の

現状等について説明をいたしました。

　説明終了後において、上小阿仁村議会の議員の方から両村共に農山村で共

通した問題を抱えており、今回視察したことを今後の上小阿仁村の村民の福祉

向上を図るように議会として努力したいとの意見がありました。

　その後において、議会中継システムの状況及び茶湯里を視察されました。

　ちなみに、上小阿仁村の概要は秋田県のほぼ中央に位置し、面積は 256.82㎢、

その内山林面積が 92.7％を占めており、本村と比べ面積は約３倍で、平成 26

年５月末現在の人口は 2,616 人、世帯数 1,193 世帯であり、明治 22年以降の町

村合併をしていない村です。

　今回、行政視察を受けまして、全国の農山村では共通した問題を抱えている

ことが分かり、本村においても今後更なる村民の福祉充実と向上に議会として

努力精進する必要性を感じたところです。

議会議長　友田　政春　

秋田県上小阿仁村議会から行政視察
村
長
は
、
副
村
長
、
教
育
長

不
在
の
中
で
、
ご
覧
の
と
お
り
精
力
的

に
村
づ
く
り
、
村
民
福
祉
の
向
上
へ
と

頑
張
っ
て
居
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
の
中
、
村
政
執

行
に
影
響
は
無
い
の
で
し
ょ
う
か
。

村
長 

副
村
長
、
先
ず
は
副
村

長
と
や
っ
ぱ
り
教
育
長
が
居
な
い
と
言

う
の
は
大
変
き
つ
い
で
す
。
き
つ
い
と

言
う
の
は
、
そ
の
私
が
自
分
的
に
個
人

的
に
き
つ
い
と
言
う
こ
と
で
は
な
く
、

村
と
し
て
き
つ
い
と
言
う
事
で
す
。
そ

の
き
つ
い
と
言
う
こ
と
が
別
の
表
現
で

影
響
が
あ
る
と
言
う
と
、
先
ず
は
、
こ

こ
で
は
影
響
は
無
い
と
申
し
上
げ
た

い
。
ど
う
に
か
自
治
体
と
し
て
維
持
出

来
て
い
る
と
い
う
意
味
で
影
響
は
無
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
地
域
の
皆
さ
ん

方
が
豊
か
に
生
き
て
行
く
為
に
は
、
今

議
論
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
事
は
沢
山
あ
る
訳
で
す
。
そ
う
い
う

中
で
は
、
や
は
り
、
副
村
長
と
教
育
長

が
居
な
い
と
い
う
の
は
、
将
来
の
村
づ

質 

問
答 

弁

質
問

特
別
職
の
不
在
に
つ
い
て
、
村

政
執
行
に
影
響
は
な
い
の
か

く
り
に
と
っ
て
、
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の

よ
う
に
後
に
な
っ
て
悪
い
影
響
が
出
て

来
兼
ね
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

や
は
り
、
大
変
な
影
響
が
今
後
で
る
と

言
う
事
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
。

今
後
も
不
在
の
ま
ま
で
い
く

の
か
。
議
会
に
同
意
案
件
を
提
出
す
る

予
定
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
お
尋
ね

し
ま
す
。村

長 
教
育
長
が
居
な
い
と
言

う
の
は
非
常
に
き
つ
い
、
厳
し
い
状
況

に
あ
る
の
は
申
し
上
げ
た
と
お
り
で

す
。
余
り
に
も
否
決
続
き
、
議
会
に
よ

る
否
決
が
続
き
ま
し
た
の
で
、
ト
ラ
ウ

マ
と
言
い
ま
す
か
、
受
け
る
側
が
本
当

に
慎
重
と
言
う
か
、
も
う
嫌
気
が
さ
し

て
い
る
と
言
っ
た
方
が
早
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
相
良
村
内
外
に
人
材
を
求
め

ま
し
た
け
ど
も
、
も
う
議
会
が
可
決
し

て
く
れ
る
か
、
し
て
く
れ
な
い
か
の
一

点
に
こ
の
問
題
は
絞
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
副
村
長
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
の

間
の
県
に
よ
る
災
害
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

答
弁

村
長

将
来
の
村
づ
く
り
に
と
っ
て
、

大
変
な
影
響
が
出
る

西本巳喜男議員

質 
問

答 

弁
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【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

茂
吉　

隆
典

　

委　
　

員　
　

池
田　

勝
吉

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　

吉
松　

啓
一

　

発
行
責
任
者　

友
田　

政
春

介護予防拠点施設整備事業として改修

棚葉瀬地区

旬の行事旬の行事

くまモンショー
※台風の影響により、会場が総合体育館に変更になった  さがらっぱ祭

婦人会と青年団による舞踊

会場の様子

　

猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

如い
か
が何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
健
康

管
理
に
気
を
付
け
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
の
梅
雨
も
、
水
害
常

襲
地
帯
に
住
ん
で
い
る
私
と
し
て

は
、
先
の
六
月
二
十
、二
十
一
日
の

増
水
、
又
今
回
の
台
風
八
号
と
大
変

心
配
も
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
大
事

に
至
ら
ず
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

他
県
で
は
、
甚
大
な
被
害
も
発
生

し
て
お
り
、お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
台
風
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
り
ま
す

が
、
被
害
が
な
い
事
を
祈
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

議
会
活
動
も
村
民
皆
さ
ん
の
事
を

第
一
に
考
え
行
動
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
居
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の

程
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

広
報
委
員　
　

池
田　

勝
吉

日本一の清流川辺川（川辺大橋より下流を望む）


